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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノファイバー基材布地の表面の少なくとも一部に隣接して且つ接触して位置する面を
有するキャストされた多孔質ポリマーフィルムを含む多孔質膜であって、前記基材は厚さ
を有し、及び前記膜は、直接前記基材布地に対して前記フィルムをキャストする工程を含
むプロセスによって調製される、多孔質膜。
【請求項２】
　請求項１に記載の膜を作製する方法であって、前記ナノファイバー基材は、溶媒のセッ
トに溶解するポリマーであり、及び前記多孔質フィルムは、同一のセットからの少なくと
も１つの溶媒を含むキャスト溶液からキャストされる、方法。
【請求項３】
　ナノファイバー基材布地の表面の少なくとも一部に隣接して位置するキャストされたポ
リマーフィルムを含む多孔質膜にわたる液体のフラックスを生じさせる工程を含む、分離
方法であって、前記基材は厚さを有し、及び前記膜は、直接前記基材布地に対して前記フ
ィルムをキャストする工程を含むプロセスによって調製される、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
【表５】

　本発明は、以下の事項を含んでいるとも言える。
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［付記１］
　ナノファイバー基材布地の表面の少なくとも一部に隣接して且つ接触して位置する面を
有するキャストされた多孔質ポリマーフィルムを含む多孔質膜であって、基材は厚さを有
し、及び前記膜は、直接前記基材布地に対して前記フィルムをキャストする工程を含むプ
ロセスによって調製される、多孔質膜。
［付記２］
　前記フィルムは、基材層の厚さまで少なくとも部分的に前記基材布地に浸透する、付記
１に記載の膜。
［付記３］
　前記フィルムは、少なくとも１ミクロンの深さまで前記基材布地に浸透する、付記２に
記載の膜。
［付記４］
　前記フィルムは、前記基材層の前記厚さの少なくとも１０％の深さまで少なくとも１つ
の点において前記基材布地に浸透する、付記２に記載の膜。
［付記５］
　前記フィルムは、前記基材層のナノファイバーの少なくとも２つの層の深さまで少なく
とも１つの点において前記基材布地に浸透する、付記２に記載の膜。
［付記６］
　前記ポリマー多孔質フィルムは、２００ミクロン以下の総厚さを有し、前記総厚さは、
基材層に浸透する前記フィルムのいかなる部分も含まない、付記１に記載の膜。
［付記７］
　前記フィルムの孔径は、前記ナノファイバー基材の孔径より小さい、付記１に記載の膜
。
［付記８］
　前記ナノファイバー基材布地は、ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、ポリイミド、
ポリフッ化ビニリデン、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレン、ポリエチレン、
ポリアクリロニトリル、ポリアミド、ポリアラミド、又は前述のものの任意の組合せを更
に含むポリマーから紡糸されるナノファイバーを含む、付記１に記載の膜。
［付記９］
　前記ナノファイバー基材布地は、電界紡糸、エレクトロブローイング、溶融紡糸、及び
溶融フィブリル化からなる群から選択されるプロセスによって製造される繊維を含む、付
記１に記載の膜。
［付記１０］
　前記ナノファイバー基材布地は不織布である、付記１に記載の膜。
［付記１１］
　前記フィルムは、ポリアミド、ポリエーテル、ポリエーテル－尿素、ポリエステル、ポ
リイミド、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリフッ化ビニリデン、ポリアクリロ
ニトリル、又は前述のもののいずれかのコポリマー若しくは混合物の少なくとも１つを含
む溶液からキャストされる、付記１に記載の膜。
［付記１２］
　２５μｍ～５００μｍ、１００μｍ～３００μｍ、又は２５μｍ～１００μｍの平均厚
さを有する、付記１に記載の膜。
［付記１３］
　０．１ミクロン～１０ミクロン、５ｎｍ～１００ｎｍ、０．１～１ミクロン、又は１ミ
クロン～１０ミクロンの範囲における平均孔径を有する、付記１に記載の膜。
［付記１４］
　前記ナノファイバー基材は、溶媒のセットに溶解するポリマーであり、及び前記多孔質
フィルムは、同一のセットからの少なくとも１つの溶媒を含むキャスト溶液からキャスト
される、付記１に記載の膜。
［付記１５］
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　前記ナノファイバー基材は、ポリエーテルスルホンを含み、及び前記キャストされたフ
ィルムは、ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、又はポリフッ化ビニリデンを含む、付
記１４に記載の膜。
［付記１６］
　付記１に記載の膜を作製する方法であって、前記ナノファイバー基材は、溶媒のセット
に溶解するポリマーであり、及び前記多孔質フィルムは、同一のセットからの少なくとも
１つの溶媒を含むキャスト溶液からキャストされる、方法。
［付記１７］
　前記ナノファイバー基材は、ポリエーテルスルホン又はポリフッ化ビニリデンであり、
及び前記多孔質フィルムは、アミド溶媒又はピロリドン溶媒を含むキャスト溶液からキャ
ストされる、付記１６に記載の方法。
［付記１８］
　前記アミド溶媒は、ジメチルアセトアミド又はジメチルホルムアミド又はＮ－メチル－
２－ピロリドンである、付記１７に記載の方法。
［付記１９］
　前記キャストされたポリマーフィルムに隣接して位置する面を有する界面重合されたフ
ィルム層を更に含む、付記１に記載の膜。
［付記２０］
　ナノファイバー基材布地の表面の少なくとも一部に隣接して位置するキャストされたポ
リマーフィルムを含む多孔質膜にわたる液体のフラックスを生じさせる工程を含む、分離
方法であって、基材は厚さを有し、及び前記膜は、直接前記基材布地に対して前記フィル
ムをキャストする工程を含むプロセスによって調製される、方法。
［付記２１］
　流体フラックスは、油圧により前記膜にわたる流体圧力差を生じることによって前記膜
にわたり生じられる、付記２０に記載の方法。
［付記２２］
　流体フラックスは、浸透圧効果により前記膜にわたる流体圧力差を生じることによって
前記膜にわたり生じられる、付記２０に記載の方法。
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